
北東アジア非核兵器地帯への包括的アプローチ 

第 1回国際ワークショップ・プログラム 

 

12 月 6日(木) 
長崎に到着 

 

 

 

12 月 7日（金） 
10:15  献花（任意） 

10:30-11:15 長崎原爆資料館見学（任意） 

11:30-12:40 昼食兼打ち合わせ（通訳含め）（長崎大学坂本キャンパス・ポンぺ会館 1 階） 

 

12:50-13:15 学長表敬 

13:15-13:25 移動、登録 

    

13:30  開会 （長崎大学坂本キャンパス・ポンぺ会館 2 階会議室） 

モデレーター：三根眞理子（RECNA 教授） 

13:30-13:40 開会挨拶：片峰 茂（長崎大学学長） 

13:40-14:05 イントロダクション：梅林宏道（RECNA センター長） 

「北東アジア非核兵器地帯構想：新しいアプローチの必要性」 

        

14:05-15:30 基調講演 
モデレーター：調 漸（核兵器廃絶長崎連絡協議会会長） 

14:05-14:30 基調講演①：モートン・H. ハルペリン（オープン・ソサエティ財団上級顧問） 

「北東アジアの平和と安全に関する包括的協定の提案」 

14:30-14:55 基調講演②： ピーター・ヘイズ（ノーチラス研究所所長）  

「DPRK 核問題の現状」 

14:55-15:30 質疑応答 

 

15:30-16:00 休憩 

 

16:00-17:30 セッション１：包括的アプローチに対する見解 
モデレーター：広瀬 訓 （RECNA 副センター長） 

- 李 起豪（イ・キホ）（韓信大学・平和と公共性センター長） 

「韓国からの視点」 

- 張 貴洪（チャン・グイホン）（復旦大学国連・国際機関研究センター長） 

「中国からの視点」 

- 水本和実（広島平和研究所副所長） 

「日本からの視点」 

- ランディ・ライデル（国連軍縮局上級専門官） 

「多国間協議の視点」 

 

17:30-18:00 シンポジウム打ち合わせ（パネリスト・通訳含む） 

 

18:30-20:30 レセプション（ホテルニュー長崎・3 階「真鶴の間」） 

  



12 月 8日（土） 
10:00-11:30 セッション 2：横断的なテーマ 

モデレーター：アラン・ウェア（PNND） 

- 田窪雅文（ウェブサイト「核情報」主宰） 

「日韓の核燃料サイクル情勢」 

- 田巻一彦（ピースデポ副代表） 

「北東アジアにおけるミサイル管理」 

- 広瀬 訓（RECNA 副センター長） 

「北東アジアにおける地域協力と市民社会」 

 

11:30-13:00 写真撮影・昼食 

 

13:00-13:50 セッション 3：北東アジア非核兵器地帯をめぐる諸課題 
モデレーター：黒澤 満（大阪女学院大学教授） 

- 中村桂子（RECNA 准教授） 

「既存の非核兵器地帯条約からの教訓」 

- アラン・ウェア（PNND グローバル・コーディネーター） 

「北東アジア非核兵器地帯と拡大核抑止」 

 

13:50-14:20 総括セッション 

  モデレーター：梅林宏道 

  - 各モデレーター、パネリストから一言 

 

 

14:20-15:00 移動 

 

 

15:00-17:00 公開シンポジウム（長崎大学文教キャンパス・新棟 4 階ホール） 

「北東アジア非核兵器地帯の実現へ：新しいアプローチの可能性」 
司会進行：田畑祐子（長崎市平和推進課） 

15:00-15:10 主催者あいさつ：田上富久 長崎市長 

15:10-15:20 梅林宏道「新しいアプローチの必要性」 

15:20-16:55 パネル・ディスカッション 

モデレーター：中村桂子 

問題提起：モートン・H. ハルペリン「包括的協定の提案」(25 分) 

発言： ピーター・ヘイズ（10 分） 

 李 起豪（以下、一人 7 分程度） 

 張 貴洪 

 水本和実 

 ランディ・ライデル 

16:55  閉会あいさつ：調 漸 協議会会長 

 

17:00-17:45  記者会見（長崎大学文教キャンパス・新棟 1 階 2 番教室） 

  進行：調 漸 

  - ゲスト紹介・自己紹介 

  - 質疑応答 

 

18:00-  移動 

 

18:30-  夕食 



12 月 9日（日）    

9:00-10:30 プロジェクト会議（ホテルニュー長崎・3 階「白鳥の間」） 

- ソウル会議の課題について等 

午後 東京へ移動（海外ゲスト、任意） 

 

 

 

12 月 10日（月）  

10:00-10:40 川口順子 元外務大臣との面会 

15:45-16:30 北野充 軍縮丌拡散･科学部長(大使)との意見交換 

16:30-17:00 榛葉賀津也外務副大臣への表敬 

 

17:00  シンポジウム会場(明治学院大学)へ移動 

 

17:30-18:00 通訳と打ち合わせ、飲み物とスナック 

 

18:00-20:00 国際シンポジウム（明治学院大学 白金校舎・本館 10 階大会議室） 

「北東アジア非核兵器地帯へ――地域安全保 障のための包括的アプローチ」 
共催挨拶：PNND 日本（調整中） 

共催挨拶：調 漸（核兵器廃絶長崎連絡協議会） 

モデレーター・趣旨説明：梅林宏道 

- モートン・H. ハルペリン（25 分） 

- ピーター・ヘイズ（10 分） 

- 李起豪（以下 7 分） 

- 張貴洪 

- ランディ・ライデル（国連軍縮局） 

- アラン・ウェア（PNND） 

- 浜田昌良（PNND Japan） 

閉会挨拶：明治学院大学 

 

 

 

12 月 11日（火）    

離日 


